
部外秘

新しい理科（２・東書） 新版　たのしい理科（４・大日本） みんなと学ぶ　小学校　理科（１１・学図） 未来をひらく　小学理科〔１７･教出〕 楽しい理科（２６・信教） わくわく理科（６１・啓林館）
・各単元の「まとめ」は箇条書きにして，
簡潔で分かりやすい表現で示され，基礎
的な知識の定着がなされるよう配慮され
ている。
・単元末に「確かめよう」を設け，学んだ
内容の確認を行うとともに，簡潔な質問
を通して習得すべき知識の定着を図るこ
とができるよう配慮されている。

・単元内に「学びを生かして深めよう」を
配置し，習得した知識を使って日常生活
の事象について考える場面を設け習得
した知識が「使える知識」に深められるよ
う配慮されている。
・巻末に「資料」として観察実験に必要な
基礎技能の内容をまとめて確認しやすく
するなど技能定着に配慮がされている。

・学習問題の結論と説明を区別して明示
し，基礎的・基本的な知識の定着が図れ
るよう配慮されている。

・各単元末に学習内容を児童がまとめた
り確かめたりすることができる「たしかめ
よう」を設け，基礎的・基本的知識，技能
の定着が図れるよう配慮されている。

・資料「りかのたまてばこ」を単元内に配
置し，学習して得た知識・技能と日常生
活とのつながりを意識できるよう配慮さ
れている。

・巻末に「使い方を覚えよう」を設け，複
数回使用する器具や下位学年で使用し
た器具についてすぐに振り返ることがで
きるよう配慮されている。

・学習問題に対する結論は，簡潔な言葉
でまとめられ，基礎的な知識としての定
着が図れるよう配慮されている。

・単元末や巻末に学んだことを確認でき
る設問を配置し，振り返りながら知識の
定着がなされるよう配慮されている。

・発展的な内容を「活用」「資料」に分け
て明示し，学習を通して得た知識・技能
を暮らしに生きる知識・技能へと深めら
れるよう配慮されている。

・巻末に実験器具の操作に加え，記録の
方法等を記載し，何度でも確かめながら
学習できるよう配慮されている。

・各単元の習得すべき基礎的・基本的な
知識には「結論」に「わかった」の言葉を
付して明示し，より定着がなされるよう配
慮されている。
・単元末に評価問題「確かめ」を設け，児
童が習得した知識などを身の回りの事
象に適用できるよう工夫されている。

・「科学の窓」「広がる科学の世界」など
で学習した内容と関連した実生活の事
象を紹介し，学びの価値を実感できるよ
う配慮されている。

・実験器具や装置の取り扱いについて
は，個別の解説のほか，目次に一覧を
掲載し繰り返し参照できるなど技能定着
が図れるよう配慮されている。

・単元末の「まとめよう」では，学習した
ことを児童の言葉，表現で簡潔に示し，
基礎的・基本的な知識の定着がなされ
るよう工夫されている。

・「やってみよう」という発展的な観察・
実験を紹介，体験できるようにし，学習
して得た知識をより深められるよう配慮
されている。

・実験の手順及び使用する実験器具の
操作手順を明確に示し，技能の定着が
図れるよう配慮されている。

・学習した内容を簡潔にまとめた「まとめ
ノート」を単元末に設け，学習の振り返り
を通して基礎的な知識の定着が図られ
るよう配慮されている。
・単元末に「たしかめよう」として基礎的・
基本的な問題を中心に評価問題を配
し，知識・技能の定着が図られている。

・「つなげよう」という発展的内容の資料
を単元末に設け，学習して得た知識・技
能と日常生活とのつながりを意識できる
よう配慮されている。

・単元内に加え巻末にも「器具の使い
方」を設け，技能の定着をよりはかれる
よう配慮されている。

・問題解決の過程を『問題をつかむ』→
『調べる』→『まとめる』と，大きく３つのま
とまりに分け，学習の流れを示している。
大きな文字で示され，活動のポイントが
分かりやすく配列されている。

・問題解決の力を重点的に育成する場
面を「レベルアップ理科の力」として，緑
色の配色で強調する工夫がされている。

・考察の場面では，対話的に示され，問
題解決の流れを分かりやすいものにして
いる。「理科のミカタ」では見方・考え方
のポイントを児童に理解できる表現で示
されている。
・巻末には「ノートのかき方」「発表のしか
た」「話し合いのしかた」が示され，表現
力を高める活動の参考となるように配慮
されている。

・問題解決の過程を『見つけよう』→『調
べよう』→『伝えよう』と，大きく３つのまと
まりに分け，学習の流れを示している。
問題解決の過程が項目ごとに色別の表
示がされ，わかりやすい構成になってい
る。

・学年ごとに設定された思考力，判断
力，表現力等を主として育成する過程に
は★マークを付けている。

・話し合いの場面では「理科の見方・考
え方」を働かせた発言を例示し，問題解
決の活動を通してその力を育成する配
慮がされている。

・「話し合いのしかた」（巻頭），「理科の
ノートの書き方」（巻末），各単元の観察・
実験の結果の場面でノートの記録例な
どが示されている。また，発表の場面で
も写真で例示され，活動の参考となる。

・問題解決の過程を『問題をみつけよう』
→『観察・実験』→『わかったこと』と，大
きく３つのまとまりに分け，学習の流れを
示している。問題解決の過程とその連続
性がわかりやすく構成されている。また，
その活動がどのステップにあたるかがわ
かるような表示がある。
・問題解決の場面では，写真やキャラク
ター同士の対話から考えが引き出される
ように，また途中まで言いかけた対話文
を示すことで思考力・判断力に働きかけ
る工夫がされている。
・単元始にその学習でのポイントなる見
方・考え方が明示されている。

・巻末には，「見つける」「聞く・伝える」
「記録する」「調べる」という場面ごとの方
法やポイントを示し，問題解決の力を高
める活動の参考として役立つものとなっ
ている。

・問題解決の過程を『問題を見つける』
→『自分の考えを作る』→『自分の考えを
確かめる』→『わかったことを表現する』
と，大きく４つのまとまりに分け，学習の
流れを示している。枠づけ表記すること
で問題解決の過程がわかりやすい構成
になっている。
・児童の言葉で具体的な考え方も例示さ
れ，問題解決への道筋がわかりやすく
なっている。

・博士のキャラクターを廃止，ポイントと
なる見方・考え方を示している。

・巻頭には「ノートのとり方」が，学習の場
面では何をどのように整理すればよいか
がわかるように示され，問題解決の過程
を意識できるようになっている。また，
「自分たちの考えを伝え合い，学び合お
う」では理科の学びをつくるための表現
の仕方が示されている。

・問題解決の過程を８つのステップとし
て流れを示し，学習が連続的な学びと
なっていることを意図した構成となって
いる。

・問題を見つける場面で，既習の内容
や生活経験に基づく疑問をつぶやく
キャラクターを配し，実験・観察の根拠
となる考えを導けるように工夫してい
る。
・「理科の学習の進め方」では，それぞ
れの活動での大切にすべきポイントを
明示している。

・「まとめよう」でも子どものノートのよう
に書かれており，これらを参考にまとめ
方を身に付けていけるように工夫され
ている。

・問題解決の過程を『見つける』→『調べ
る』→『ふり返る』と，大きく３つのまとまり
に分け，学習の流れを示している。問題
解決の過程をフラッグラインで明示して
いるのでわかりやすい構成になってい
る。

・問題発見，予想，考察等の場面では話
し合い活動を設定され，問いかけや子ど
もたちの発言例を追うことで，問題解決
の流れがわかりやすくなっている。

・ふくろう博士のキャラクターを必要場面
で登場させ，見方・考え方のポイントを示
している。

・巻末には「調べる」「表す」のページを設
け，ノートやレポートへのまとめ方，話し
合いの仕方，進め方が示されている。表
現力の向上に役立つものとなっている。

・単元導入は２～３ページで構成され，
自然事象を取り上げた写真や漫画を掲
載することで自由な発想や疑問を引き出
し，主体的な学びがはじまれるように工
夫がされている。

・「理科のひろば」「学びを生かして深め
よう」では，働く人の仕事に対する思いが
示され，理科の学びと自分の将来とを関
連させようとる配慮がある。

・🌳マークで，自然や生命に対する配慮
を意識させる内容を示している。

・各学年で伸長したい児童の思考場面で
は対話を重視し，考えを練り上げながら
主体的に問題解決を促す工夫がされて
いる。

・単元の最初には，同場面でありながら
異なる結果との２つの写真を掲載したり
吹き出しで疑問を投げかけたりすること
で「どうしてかな？ふしぎだな？」と興味・
関心を高めて学習に入れるように工夫さ
れている。

・「りかのたまてばこ」や　「サイエンス
ワールド」では，学習した内容が身の回
りでどのように活用されているかを紹介
したり地域での取り組みを取り上げたり
することで，理科の有用性が実感できる
ように配慮されている。

・場面に応じて「環境」というマークを設
け，観察活動の中での生物愛護，生命
尊重を意識づけることができるように
なっている。

・学習内の話し合い活動を充実させ，多
様な考えを交流させながら主体的に問
題解決がなされるよう配慮されている。

・単元の最初には大きな写真とともにど
んな学習をするかがわかるような構成と
なっており，学習への興味・関心を高め
る工夫がされている。紙面には，豊富な
資料写真が掲載され，多様な自然やそ
こに生きる生物に気付けるものとなって
いる。
・「やってみよう」「資料」では，学習内容
と日常生活や仕事を結びつける話題が
掲載され，理科の有用性が意識できるよ
うになっている。

・「資料」では，生物の関わり方，生物の
保全，外来生物を含めた環境問題等が
取り上げられ，生物の多様性を守り，生
物を愛護する態度を育てようとする配慮
がされている。
・問題を見出す場面に話し合い活動を位
置づけ，多様な視点から主体的に問題
解決がなされるよう工夫されている。

・単元の最初には，興味を高める事例と
なる写真とともにキャラクターが疑問や
気づきをつぶやく構成となっており，問題
発見につながるように工夫されている。

・「資料」「科学のまど」では，学習と関連
した身の回りの話題や日常生活で活用
されている仕組み等が紹介され，理科の
面白さや有用性を感じられる配慮がされ
ている。

・「環境ミニずかん」では，いろいろな地
域や団体の環境への取り組みを紹介
し，環境保全の意識を高める内容となっ
ている。

・互いに考えを伝えあう活動を多く取り入
れ，考えを相互に理解し，認め合いなが
ら主体的に問題解決が進められるよう
工夫されている。

・単元導入は１～２ページで構成され，
単元に関する事象を取り上げた写真が
掲載されたシンプルなものになってい
る。

・「しりょう」では，学習したことに関連す
る身の回りの生活や自然の中の理科
の説明があり，学習と生活の関連を意
識させるように配慮されている。

・「しりょう」の中で，自然と人の生活の
つながりにも触れ，自然環境を守ろうと
する意欲付けを図っている。

・予想場面に話し合い場面を設け，互い
の予想や考えを練り上げながら主体的
に問題解決が進められるよう工夫され
ている。

・単元の導入ページには，子どもたちが
生き生きとした表情の活動写真やイラス
トを大きく掲載し，興味・関心を高める配
慮がされている。

・「理科の広場」では，日常に関連する話
題を多く扱い学習とのつながりを感じら
れるような構成になっている。「つなげよ
う」では，理科につながる仕事や従事者
のメッセージを紹介することで学習が実
生活と関連していることを実感できるよう
になっている。
・「自然を大切に」というマークを配し，自
然環境を守る取り組みや工夫を紹介す
ることで，環境保全に対する意識づけが
できるようになっている。

・男・話し合いの視点を児童の対話形式
で示し，互いの考えを認め合いながら問
題解決がなされるよう工夫されている。

理科

教科書名

（１）自然の事物・
現象についての
理解を図り、観
察、実験などに関
する基本的な技
能を身に付ける
ために、どのよう
な配慮がされて
いるか。【知識及
び技能】

（２）観察，実験な
どを行い，問題解
決の能力を養う
ために，どのよう
に配慮されている
か。　【思考力・判
断力・表現力等】

（３）自然を愛する
心情や主体的に
問題解決しようと
する態度を養うた
めに，どのように
配慮されている
か。【学びに向か
う力・人間性等】

項目　 観点　

１　
学習指
導要領
の教科
の目標
を達成す
るために
取り扱う
内容の
選択に
ついて



新しい理科（２・東書） 新版　たのしい理科（４・大日本） みんなと学ぶ　小学校　理科（１１・学図） 未来をひらく　小学理科〔１７･教出〕 楽しい理科（２６・信教） わくわく理科（６１・啓林館）
教科書名

項目　 観点　

・ 巻頭には各学年で育成する問題解決
の能力が記載されている。

・ 本編には，児童が思考する場面で「理
科のミカタ」が設けられ，主に働かせる
見方・考え方を児童に理解できる表現で
提示し，問題解決ができるように工夫が
されている。
・ キャラクターの台詞で理科の見方・考
え方を働かせた思考や表現が例示さ
れ，児童が主体的に思考し，深い学びに
つながる工夫がされている。

・ 巻末に「学んだことをふりかえろう」が
あり，身に付けた理科の見方・考え方を
確認できるようになっている。

・ 本編では，様々な見方ができるような
発言例を提示し，理科の見方を制限して
しまわないように配慮している。
・ 各単元の導入では，キャラクターが理
科の見方を働かせることができるように
着眼点を示し，問題を見い出す力を育成
できるように工夫されている。
・話し合いの場面で理科の見方・考え方
を働かせた発言を例示し，各学年での
見方を働かせるための配慮がされてい
る。
・理科の考え方を踏まえた観察・実験の
タイトルをつけることで，考え方を意識し
て問題解決活動を行うことができるよう
にしている。

・ 巻頭には各学年で身に付ける見方・考
え方をすべて記載されており，４年間で
の学びが見通しやすいようになってい
る。「科学の芽を育てよう」には，特に当
該学年で意識したいことが明記されてい
る。 
 
 ・ 本編では，予想や考察などの場面で
の児童の発言を言い切らない文末にす
ることで，理科の見方・考え方を働かせ
るための補助になるように工夫してい
る。
・ 本文中では，博士やキャラクターが考
え方を意識した発言をし，意識しやすい
ように配慮されている。

・ 巻頭には「自分たちの考えを伝え合
い，学び合おう」を設け，考え方を話型で
示すことで児童が考え方を働かせやす
い工夫がされている。

・ 本編では，児童や教師のキャラクター
のイラストを用い，教師からの問いかけ
や教師と児童のやりとりの中で，児童が
見方や考え方を引き出せるような工夫が
見られる。
・ 児童が働かせる見方については，そ
れぞれの領域の視点を踏まえた表現で
示されている。考え方については，問題
解決の過程で意識できるように吹き出し
などの会話で示されている。

・ 本編では，単元の導入で，見方・考え
方を意識した事物・現象との出会いを
写真などで示している。
・ 問題解決の過程では，見方・考え方
に視点をおいた児童の発言や会話を
きっかけにして，問題を設定したり，実
験方法が考えられたりしている。次の実
験につながる児童の発言が提示されて
おり，新しい課題の視点をもつことがで
きる。

・本編では， 問題解決の過程で教師の
問いかけや児童の発言例を示し，それ
を基に見方・考え方を働かせることがで
きるように工夫されている。

・本編の最後に「○学年をふり返ろう」が
あり，当該学年の理科の見方について
例示されている。
・巻末には，「理科の考え方をはたらか
せよう」が設置され，各学年で身に付け
たい理科の考え方が提示されたり，科学
者のメッセージや考え方が紹介されたり
している。

・巻頭に「理科の学び方」として問題解決
の過程を示し，学年でつけたい力に重点
を置きながら，見通しをもって問題解決
に取り組めるようになっている。

・単元の導入で，自然現象の写真や，身
近な素材を使った実験の様子から対話
を通して思考を深めている例を提示する
ことで，問題意識を高める工夫が見られ
る。
・問題解決の過程において，学年に応じ
て重点化されている力を育てたい場面で
意図的に対話を取り入れている。

・学習内容を生かして自然現象や実社
会の事象について考え，説明する場面
を設け，深い学びとなるよう配慮されて
いる。

・巻頭に「理科の学び方」と「教科書の使
い方」を掲載し，「理科の見方・考え方」
を働かせながら，見通しをもって問題解
決に取り組めるようになっている。

・単元の導入で，身近な自然の事物・現
象を体験との関わりを通して児童が発言
している場面を提示することで，問題を
見いだしやすくしている。
・話し合いの場面や児童の発言が多く配
置されており，見方・考え方を働かせた
ながら問題を解決するための方向性を
示している。
・発展的な問題を設定したり，学習内容
に関連した実社会の事象を取り上げたり
することで，深い学びへつなげるととも
に，興味・関心が高まるよう配慮されて
いる。

・巻頭に学習の流れと当該学年が働か
せたい見方・考え方を明示することで，
見方・考え方を意識しながら見通しをもっ
て問題解決に取り組めるようになってい
る。
・導入で単元の流れが示されており，単
元のねらいを自覚するとともに見通しを
もって取り組めるようになっている。

・問題を見つける段階で「話し合い」が位
置づけられており，対話を通して見通し
をもたせるようになっている。

・学んだことをより深めるための活用的
な活動や，関連した社会や生活，発展的
な内容が提示されている。

・巻頭に「学習の進め方」として問題解決
の過程を示し，学習の進め方に合わせ
たノートのとり方が示されており，見通し
をもって取り組めるようになっている。

・単元の導入では，身近な自然の事物・
現象から気づいたことを児童がつぶやく
という形で提示し，問題を見いだしやすく
している。

・問題解決の全体を通して，吹き出しを
利用して方向付けを行っている。児童の
発言を多く配置することにより，対話的
に学び合って学習が進められるよう工夫
している。
・習得した知識・技能を他の事象や日常
生活にあてはめて深い学びにつなげら
れるような内容が提示されている。

・巻頭に「理科学習の進め方」として問
題解決の過程を示し，見通しをもって問
題解決に取り組めるようにしている。

・単元の導入では，既習事項や生活経
験を呼び起こす前文と写真やイラストと
関係づけながら児童が問題を見いだし
やすくしている。

・単元の主教材に直接触れるなどして
気付いたことや疑問に思ったことを吹き
出しを使って提示し，学習者の視点を
示している。

・発展的な問題を設定することによっ
て，学んだことをさらに広げ，興味・関心
を高める工夫をしている。

・巻頭に学習の流れと各学年で働かせ
たい見方・考え方を提示することで，見
方・考え方を意識しながら見通しをもって
問題解決に取り組めるようになってい
る。
・導入では，写真やイラストを見開きでダ
イナミックに掲載し，興味・関心を高める
工夫をしている。また，学習のめあてが
明示されており，見通しをもって取り組め
るようになっている。
・児童の発言例によって，問題を見いだ
したり，予想をもとに計画をたてたりする
際の視点を示している。

・学んだことをより深めるため，関連した
社会や生活、発展的な内容が提示され
ている。

２　
内容の
程度及
び取り扱
いについ
て

（３）見通しをもっ
て観察・実験を行
うために、どのよ
うな工夫が見られ
るか。

（１）　理科におけ
る見方・考え方を
働かせるために，
どのような工夫が
みられれるか。

（２）　主体的・対
話的で深い学び
の実現のため
に、どのような工
夫がみられるか。

・巻頭に学習の流れが明示され，流れに
沿って取り組めるよう工夫されている。

・「問題をつかもう」の場面を設定し，話し
合いの様子を提示することで，実験の目
的や方法を明確にしている。

・観察・実験の手順を，図や写真を用い
て丁寧に記述されており，児童自ら正し
く準備や操作ができるようになっている。

・巻頭に「問題」から「まとめ」までの学習
の流れが明示されたりしているため，見
通しをもって学習に取り組みやすい。

・「予想しよう」「計画しよう」を設け，問題
に対して，根拠をもった予想や仮説をも
ち，検証可能な方法やそのときの結果を
考え，見通しをもって観察，実験ができ
るように工夫されている。

・観察，実験のための準備物が計画の
後半にチェックマーク入りで明記されて
いたり，手順が写真入りで示されてお
り，児童が主体的に取り組みやすい。

・ 巻頭「理科の学び方」では，「問題発
見」から「結論」までの一連の流れが明
確に示されており，見通しをもって学習
に取り組みやすい。

・巻頭「理科の学び方」で観察・実験の結
果を見直し振り返る活動を示したり，問
題解決活動の中で，「問題」と「結論」の
整合性があったりするので理解しやす
い。

・観察，実験の計画のコーナーでは，器
具等の使い方について，参考となるペー
ジが大きく示されているので，児童が主
体的に調べやすい。

・各学年巻頭「科学の芽を育てよう」で問
題解決の流れを示し，それぞれの単元
の観察・実験でもその流れに沿って内容
が構成されていることで，見通しをもって
取り組みやすくなっている。
・「問題を見つけよう」の場面を設定し，
話し合いの様子を提示することで，実験
の目的や方法を明確にしている。

・観察・実験のための準備物がチェック
マーク入りで明記されていたり，手順が
写真や絵図入りで示されており，児童が
主体的に取り組みやすい。

・各学年の巻頭に「学習の進め方」をわ
かりやすく表現し，同じ表現で学習を展
開することにより，見通しをもって学習を
進められるよう配慮されている。

・「計画しよう」で観察・実験の結果を予
想する児童の姿を示したり，「結果から
考えよう」で予想と結果の一致・不一致
を考える児童の姿を表現したりして，見
通しをもつことの意義が児童にわかるよ
う工夫されている。
・実験・観察をする上での留意点や注目
すべき観点を吹き出しなどを使って明示
している。

・全学年の巻頭に「理科学習の進め方」
を掲載し，見通しをもって学習が進めら
れるようにしている。

・人物の会話を通して，生活経験や身
近な体験から問題をみいだし，予想・仮
説を検証する計画を立案し，解決への
見通しをもたせるようになっている。

・観察・実験・調査の手順や方法，的確
な操作や測定のポイントなどを，手順に
対応した説明の文や写真・絵図によっ
てわかりやすく示されている。
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教科書名

項目　 観点　

・実験器具や理科室が重ならないよう，
各学年の単元配置を工夫している。ま
た，６年には，冒頭に生活と環境との関
連を学ぶ小単元がある。

・各単元の扉で，既習事項との関連が写
真やイラストを利用して小見出しでまと
められている。
・４年以降では，学習内容のつながりが
「学びをつなごう」として示されている。既
習の内容を活用する場面では「学んだこ
とを使おう」を設け，系統立てて学習でき
る工夫がある。
・巻末には，「算数の学習を活用しよう」
を配置し，算数との関連を図っている。
また，他教科で学習した内容について，
その教科を明記して意識して学習できる
ようになっている。
・関連する中学校の内容が「はってん」と
して取り上げられている。

・各単元で学習した内容について，書き
込み式の振り返りが配置されている。

・「理科のひろば」では，キャリア教育の
視点から，学習内容と職業との関連を示
している。

・実験器具や理科室が重ならないよう，
各学年の単元配置を工夫している。ま
た，６年には，生活と環境との関連を学
ぶ小単元がある。植物教材においては，
茨城県域の生育状況に合った配列と
なっている。
・単元の扉で，既習事項との関連が写真
やイラストを利用して小見出しでまとめら
れている部分もある。
・既習内容について「○年で学んだこと」
として示され，学習のつながりを意識で
きるようになっている。

・算数科や生活科，他教科で学ぶことに
ついて，関連性が分かるようになってい
る。

・中学校の学習内容にあたる資料を紹
介し，中学校との系統性を意識してい
る。

・巻末に，次学年での学習内容を紹介す
るページがある。また，巻末に各単元で
学習した重要語句の定着を確認できる
ようチェックボックスと書き込み式の振り
返りが配置されている。
・職業として科学に携わっている人々の
活動について取り上げ，「理科と仕事

・５年の単元の配列は，条件制御に関す
る学習で，条件をそろえやすい振り子の
学習を最初に位置づけている。

・単元の扉で，学習内容が説明してあ
る。

・高学年では下学年の学習内容や技能
の振り返りが，必要に応じて掲載されて
いる。

・中学校理科とのつながりに関する内容
が掲載されている。

・単元末に学習のまとめを振り返る問題
や活用問題が，巻末には学習した内容
や次学年の学習内容を紹介するページ
を設けている。重要語句は，巻末に索引
を設けている。重要語句が欄外に別枠
で記載されている。
・資料の中に，キャリア教育への対応を
含んだ内容が用意されている。単元と関
連する「科学者の伝記を読もう」が配置
され，科学に対する興味関心を高めるよ

・実験器具や理科室が重ならないよう，
各学年の単元配置を工夫している。

・単元導入に「思い出そう」を設け，既習
事項について確認できるようにしてあ
る。

・各学年の学習に入る前に，前学年の学
習のまとめのページが設置されている。

・算数科で学ぶことについて，関連性が
分かるようになっている。また，他教科で
学習した内容について，その教科を明記
して意識して学習できるようになってい
る。

・関連する中学校の内容は，「はってん」
として記載されている。

・巻末に各単元で学習した内容がイラス
ト入りで振り返りとしてまとめられ，重要
語句はゴシック体で強調されている。

・単元の導入では，写真やイラストを見
開きで掲載し，児童が問題を見いだし
やすくしている。
・単元導入に「思い出そう」を設け，下学
年での既習事項について確認できるよ
うにしてある。

・関連する中学校の内容は，「はって
ん」として記載されている。

・単元末に単元の学習内容をまとめた
ページが設置されている。

・単元の導入時に身近な自然の事物・現
象の写真やイラストを見開きで掲載し，
児童の学習への興味や関心を高めてい
る。
・他学年の学習内容を「思い出してみよ
う」や「理科の広場」などで紹介してい
る。
・「算数のまど」を巻末に掲載し，理科と
算数の関連を図っている。他教科との関
連についても，その教科を明記して意識
して学習できるようになっている。特に３
年では生活科とのつながりにも配慮して
いる。

・中学校での学習内容について「中学
校」マークを付している。また，発展的な
学習について，「理科の広場」や「活用し
よう」「つなげよう」で扱っている。
・単元末には学習のまとめと振り返りの
問題や活用問題が掲載されている。巻
末に重要語句のさくいんがついている。

・各単元の中で学習内容を深める話題
や身近な生活と関連した話題を取り上・余裕をもって指導できる分量である。

・２学期制，３学期制のどちらにも対応し
ている。

・余裕をもって指導できる分量である。
・２学期制，３学期制のどちらにも対応し
ている。

・余裕をもって指導できる分量である。 ・余裕をもって指導できる分量である ・余裕をもって指導できる分量である ・余裕をもって指導できる分量である。
・２学期制，３学期制のどちらにも対応し
ている。

・配当学年までの漢字を使用し，配当学
年以上の漢字については見開き単位で
振り仮名をつけて使用している。
・問題解決の過程をラインでつなぎ，そ
れぞれの過程に表情を変えた児童の写
真を示すことで，視覚的に捉えやすくし
ている。

・安全に対して配慮が必要な場面では，
その箇所に「きけん」マークと赤文字で
強調して示している。問題にはマークと
「問題」の文字を，結論には，マークと「ま
とめ」の文字をつけて，一目でわかるよう
にしてある。

・環境教育に関する内容について，「か
んきょうマーク」を付している。
・理科の見方・考え方について，「理科の
ミカタ」として取り上げ，掲載されている。

・児童の実験ノート例が掲載されている
ので，参考にしやすい。
・裏表紙にもくじを配置している。

・配当学年までの漢字を使用し，配当学
年以上の漢字については見開き単位で
振り仮名をつけて使用している。
・問題解決の過程をマークや色を変えな
がら視覚的に捉えやすいように工夫して
いる。３年，４年は「わかったこと」，５年，
６年は「結論」として扱っている。課題に
は「？」マーク，わかったことには「！」
マークが統一して使われ，確認しやすく
なっている。
・安全に対して配慮が必要な場面には，
「注意」マークと赤文字で強調して示して
いる。また，具体的な対応策を入れるな
ど工夫が見られる。
・実験のポイントや器具の使い方，別の
実験方法などの細やかな記載がされて
いる。
・学んだことにかかわる資料，学んだこと
を深める内容，発展的な内容について
マークを付して記載されている。
・算数科や生活科，他教科で学ぶことに
ついてマークを付して，関連性が分かる
ようになっている。
・中学校の学習内容にあたる資料に
マークを付している。
・「環境」マーク，「伝統」マーク，「ESD」
マーク，「防災」マーク，「英語」マークな
どを設定している。
・巻末に理科ノートの書き方を掲載し，児
童や教師が参考にできるようになってい
る。

・問題解決の過程が大きな見出しで書か
れており，視覚的に捉えやすく，一貫し
た学習の流れができているので，指導し
やすい。

・器具や薬品の取り扱いで事故のおそ
れのある箇所には，注意マークを載せる
など，危険防止に注意をはらっている。
マークやキャラクターを使用し，視覚的
に捉えやすくなっている。
・その単元や活動で育てたい「資質・能
力」について，マークを付して視覚的に
捉えられる工夫ある。
・「自然を大切にするために気を付けるこ
と」，「学んだことにつながる資料」，「さら
に調べたり作ったりすること」，「学びを
生かし深める活動」，「整理して考えた
り，プログラムを作ったりする」などの
マークを設定している。
・中学校で学習することや，発展的な内
容について，「はってん」マークを付して
いる。

・重要な用語については太字で強調し
マーカー処理されている。当該学年の配
当漢字については，単元初出にふりが
なを付けて使用している。
・問題解決の流れは，キャラクターの
マークを使用し，視覚的に捉えやすいよ
うに工夫している。
・資料や注意点などは色や形に工夫し，
意識しやすいようにしてある。

・安全に対して配慮が必要な場面では，
その箇所に「注意」マークをつけて具体
的に記述し，安全に活動できるよう配慮
されている。問題解決の過程に統一感を
もたせ，マークやキャラクターを使用し，
視覚的に捉えやすくしている。
・算数科で学ぶことについて，マークを付
して，関連性が分かるようになっている。
・学習に役立つ資料，学んだことに関係
のある身のまわりの話，さらに詳しく調
べるための観察や実験の例，発展的な
内容についてマークを設定し，掲載して
いる。

・児童の実験・観察ノート例が掲載され
ており，児童や教師が参考にできるよう
になっている。

・巻頭に「理科の学習の進め方」として，
問題解決の流れを示している。

・安全のために注意が必要な場面で
は，赤で「！注意」マークをつけて具体
的に記述し，安全に活動できるように配
慮されている。
・既習事項について「思い出そう」マーク
をつけて，振り返ることができるようにし
てある。
・学習の資料，理解を深めるための観
察・実験，ものづくり，発展的な学習な
どにマークを付して掲載している。

・配当学年までの漢字を使用し，配当学
年以上の漢字については見開き単位で
振り仮名をつけて使用している。
・「問題をつかもう」，「問題」，「予想と計
画」，「実験」，「結果」，「まとめ」が矢印
でつながれていて，問題解決の過程を
意識しやすくなっている。また，「問題」と
「まとめ」が同じ色で示され，視覚的に捉
えやすくなっている。

・安全に対して配慮が必要な場面では，
その箇所に「！」マークをつけて具体的
に記述し，安全に活動できるよう配慮さ
れている。安全のために配慮することが
細かく分類され，「保護眼鏡」，「換気」，
「廃液」，「けが」，「やけど」，「強い光」な
どのマークで示されている。
・「自然を大切に」マークを設け，環境へ
の意識付けを行っている。

（１）単元の構成
や教材の配列に
は、どのような特
色があるか。

（２）単元や教材
の分量には、ど
のような特色があ
るか。

（１）　用語や記
号、レイアウト等
について、どのよ
うな工夫が見られ
るか。

３　
構成・配
列・分量

４
表記･表
現
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教科書名

項目　 観点　

・単元導入では，興味・関心を高める簡
易的な体験や資料性の高い写真を取り
上げ，児童が主体的に親しみながら，問
題意識を高めることができるよう工夫さ
れている。
・人物のイラストと吹き出しを使って説明
し，写真のポイントを分かりやすく説明し
ている。

・表やグラフへの整理の仕方を例示し，
児童が観察，実験結果をもとに考察しや
すいよう工夫されている。
・「りかのひろば」などの学習内容を深め
る資料も充実している。　

・登場する児童については，キャラク
ター，写真ともに男女の数や役割，服装
などに偏りがないように配慮されている
とともに，車椅子を使用している児童や
外国人の児童が活動する様子を取り上
げ，人権や福祉への配慮がされている。

・単元の導入では，キャラクターが「理科
の見方」を働かせて着目する点を示し，
「理科の見方」を働かせ て問題を見いだ
す力を育成できるようにしている。

・人物のイラストと吹き出しを使って考え
方や観察・実験のポイントを示している。

・ポイントをおさえやすい写真やイラスト
を数多く掲載し資料を充実させている。

・「りかのたまてばこ」「サイエンスワール
ド」などの読み物資料も充実いている。

・登場する児童については，男女が平均
的に登場するようにするとともに，男女
が協力して学習活動を進める場面を取
り上げている。車椅子の児童の学習の
姿も登場させるなどして，障がい児への
理解の推進にも配慮している。

・単元の導入で，児童の興味・関心を引
き出す写真を取り上げるとともに，単元
の学習の見通しがもてるよう小単元ごと
の学習内容の写真が効果的に配置され
ている。
・人物のイラストと吹き出しを使って疑問
や学習ポイントを分かりやすく示してい
る。

・写真やイラストは実物の忠実な再現性
に優れている。

・学習した内容を深めるための読み物資
料が配置されている。

・登場する児童については，男女バラン
スよく掲載されており，それぞれの子供
が男女平等で協力し合いながら学ぶ姿
が掲載されており，ジェンダー，人権など
への配慮がされている。

・単元の導入において，登場人物の吹き
出しを利用して，疑問を示し，学習意欲
を喚起する工夫が見られる。

・人物のイラストと吹き出しを使って育成
する資質・能力に関する支援が表現され
ていたり，観察・実験のポイントを分かり
やすく示している。
・写真やイラストは，鮮明で量も適切であ
る。

・学習内容を深めるための資料や科学
読み物「科学のまど」が配置されている。

・登場する児童については，イラスト，写
真ともに男女がほぼ均等になるように配
慮されている。男女の役割を固定するこ
となく，男女が協力して活動する姿が表
現されており，外国人の児童，障害のあ
る児童も登場している。

・単元の導入で，児童の興味・関心を高
めるために日常生活場面の写真が取り
上げられている。

・人物のイラストや写真が児童の自然
の事物・現象に関心を高めるよう示され
ている。

・使用されている。写真やイラストの量
は適切である。

・読み物資料を豊富に掲載し，学習した
ことをもとに，読んだり調べたりすること
により知識，理解を深められるようにし
ている。
・登場する人物については，身体障害
者や様々な人種の子どもたちの挿絵や
キャラクターを登場させ，協力して活動
するイラストを掲載している。

・単元の導入で，児童の興味・関心を引
き出す写真を取り上げるとともに，ＱＲ
コードで前学年までの学習のポイントが
振り返ることができるよう工夫されてい
る。
・人物のイラストや写真を使って，児童の
自然の事物・現象に対する意欲の喚起
が図れるよう工夫されている。

・資料「理科の広場」「つなげよう」で身近
な生活に関連した話題を取り上げ，理科
の有用性を感じられるようにしている。
・登場する児童については，男女の役割
を固定せず，児童一人一人が主役で，
互いに協力しながら観察・実験を進めて
いる写真やイラストを掲載し，性別，人
種，身体的特徴，様々な障害などに配
慮している。

５　
体裁・使
用上の
便宜

・Ａ４判で，軽量で丈夫な用紙を使用する
などの工夫が見られる。
・重量（実測値）は，３年　４０９ｇ，４年　４
８４ｇ，５年　４３６ｇ，６年　５１８ｇである。
・目次が裏表紙に掲載されており，学習
内容に関する写真が掲載されている。
・資料検索用のＱＲコードや目次が裏表
紙についている。
・印刷には，植物油インキを使用してお
り，化学物質に過敏な児童にも学びやす
いように配慮されている。

・カラーユニバーサルデザインの観点か
ら，配色およびデザインについて全ての
児童に見やすく， 分かりやすい紙面とな
るよう配慮されている。 
・全ての文字に，見やすく読み間違えに
くいように開発されたユ ニバーサルデザ
イン書体が使用されている。
・巻末に児童が学習時に使用できる添
付資料が掲載されている。
３年　こん虫の切り紙をつくろう
４年　星ざカード
５年　子宮の中での子どもの育ち方
　　　　　　　　　　　　　　　　（実物大）
６年　とび出る人体模型

・ＡＢ判で，一部に間伐材を活用した用
紙を使うなどの工夫が見られる。
・重量（実測値）は，３年　４３０ｇ，４年　４
６１ｇ，５年　４００ｇ，６年　４６３ｇである。
・目次の単元番号が物化生地の４領域
で色分けされている。

・資料検索用のＱＲコードが付いている。
・化学物質に過敏な児童に配慮し，植物
油インキを使用している。
・製本は，奥までよく開くことができるよう
工夫されている。
・配色については，色覚に障がいのある
児童にも 識別できるようにカラーユニ
バーサルデザインに対応した配色をして
いる。
・本文，吹き出し，ページ番号等，全面的
にユニバー サルデザインフォントを使用
している。
・巻末に児童が学習時に使用できる添
付資料が掲載されている。
３年　しぜんのかんさつ（動・植物）
　　　　たのシール
４年　星ざシート
５年　災害に備えようブック
６年　クイズすごろく

・ＡＢ判で，重量が抑えられた用紙を使
用し，重量増に配慮している。
・重量（実測値）は，３年　４３１ｇ，４年　４
８８ｇ，５年　４５５ｇ，６年　５３９ｇである。
・目次が，表紙の次のページに学習配列
順に縦長に掲載されている。

・資料検索用のＱＲコードや裏表紙にメ
ジャーが印刷されている。
・環境に配慮した用紙と植物油インキを
使用し，アレルギーに配慮している。
・造本は，堅牢なつくりとなっている。

・カラーユニバーサルデザインの観点か
らどの子供にも見やすくわかりやすいレ
イアウト・表記・色の扱いとなっている。

・綴じ込み資料
３，４，５，６年　なし

・Ａ４変形判で　軽量化した用紙を使用
するなど工夫が見られる。
・重量（実測値）は，３年　４６８ｇ，４年　５
４０ｇ，５年　４９２ｇ，６年　５２０ｇである。
・目次の単元番号が物化，生地で色分
けされている。

・資料検索用のＱＲコードや裏表紙に安
全の手引きがある。
・印刷には環境に優しい再生紙と植物油
インキを使用している。

・全体にわたって，カラーユニバーサル
デザインに配慮した色使いで，あらゆる
児童が集中して学習できるように配慮さ
れている。
・すべての文字に見やすさ，読みやすさ
に配慮 したユニバーサルデザインフォン
トを使用している。
・巻末に児童が学習時に使用できる添
付資料が掲載されている。
３年　生き物ミニ図鑑
４年　星座早見
５年　なし
６年　人の体の中の様子

　　
　　

・ＡＢ判で，写真等が大きく，ゆとりある
見やすいレイアウトになっている。
・重量（実測値）は，３年　３８８ｇ，４年　
４３３ｇ，５年　３６４ｇ，６年　４２５ｇであ
る。
・目次が，表紙の次のページに学習配
列順に縦長に示されている。　

・資料検索用のＱＲコードが付いてい
る。
・環境に配慮した再生紙，植物油インキ
を使用している。

・色覚の多様性に配慮し，すべての児
童に必要な情報が伝わるようカラーユ
ニバーサルデザインに配慮している。

・綴じ込み資料
３，４，５，６年　なし

・ＡＢ判で，軽量で発色を改良した用紙を
使用するなど工夫が見られる。
・重量（実測値）は，３年　３９６ｇ，４年　４
１４ｇ，５年　４１３ｇ，６年　４９０ｇである。
・目次が，見開きで単元番号が物化，生
地で色分けされるとともに小単元の学習
内容も示されている。　
・資料検索用のＱＲコードや巻末に独自
の巻末資料が付いている。
・植物油インキを使用し，子供のアレル
ギーや環境にも配慮している。　

・カラーユニバーサルデザインの観点か
ら，すべての児童が支障なく学習できる
ように，配色·表現などに配慮している。

・本文にはユニバーサルデザインフォン
トを採用し， 習得すべき重要な理科用語
は太字で記している。
・巻末に児童が学習時に使用できる添
付資料が掲載されている。
３年　動物・植物探検カード
４年　なし
５年　雲の観察カード
６年　月の満ち欠けモデル
　　　 プログラミング用
　　　　　　「シート＆シール」

　装丁や使用上
の便宜等につい
ては、どのような
工夫が見られる
か。

４
表記･表
現

（２）写真や挿絵、
図表等について、
どのような工夫が
見られるか。


